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2007年より退院支援チームの活動が開
始され、2018年より入退院支援チームに名
称が変わりました。各病棟の入退院支援・
退院調整が円滑に行われることを目的と
し、約30名の多職種で構成されています。
活動として月１回の会議を通じて入退院
支援に関する情報共有、学習会、当法人の
在宅ケア事業所との意見交換などを行っ
ています。外来、病棟、在宅ケアが協働し、
地域との連携をより一層推進し、切れ目の
ない入退院支援ができることを目標に活
動していきたいと思います。

入退院支援調整看護師　伊藤章子

入退院支援チーム

入退院支援とは、退院後、患者さんが住み慣れた自
宅や施設、病院などで安心して生活していただくため
に外来受診時、また入院早期から退院に向けての準
備を行う支援のことです。まず、患者さんやご家族の意
向を十分に聞き取ることから入退院支援は始まりま
す。入院後すぐに、看護師などから退院後の話をされ、
「入院したばかりなのに、もう退院の話なのか。」と思
われるかもしれません。お聞きした情報は、様々な職
種で共有し、患者さんやご家族のご希望に沿う療養環
境の調整をするために活用します。医療者間で協力し
て退院先の選択肢を広げ、状況に合わせて医療、福
祉、生活面での必要な介護サービスなどの調整を行
い、安心できる在宅療養、転院の継続を目指して取り
組んでいます。

急性期病院での入退院支援 入退院支援チームの活動

入退院支援チームは看護師、リハビリテーション療法士、薬剤師、管理栄養士、
医療ソーシャルワーカー、ケアマネジャー、事務員で構成されています
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チーム医療

副看護部長　薗部敬子

看護部門では毎年50名程度の

新人看護師が入職します。1部署

に3～5名が配属となりますが、ま

ずはスムースに職場適応できる

ようオリエンテーションを企画し

ています。

看護部門オリエンテーション

は全体オリエンテーション終了

後から始まります。組織の説明や

職員紹介等に加え、配属となる

部署の先輩による院内案内や血

圧測定等の技術も確認します。

部署配置後も1週間程度は勤務

終了前を振り返りの時間とし、1

日の整理と仲間づくりを促す工

夫をしています。さらに感染対策

や医療安全対策も、関連部門の

方々の協力を得て実践に活かせ

る内容を企画・実施しています。

現場では、各新人に1年間担当の

先輩看護師がつき、日々指導・

フォローする体制としています。

医師卒後臨床研修部会長
臨床研修科診療科長

鈴木將玄

平成16年に初期臨床研修の

必修化（マッチング制度）が始

まって15年になりますが、筑波

メディカルセンター病院では震

災の年を除き、毎年フルマッチ

（マッチした受験者が募集定員

を満たすこと）を継続していま

す。残念ながらここ数年は、医

師国家試験不合格などの理由

で全員入職とはなっていません

でしたが、今年度はやっと10名

の研修医が全員入職し、4月か

ら医師としての研修を開始しま

した。

当院の研修の特徴は、2週間

のオリエンテーションで病院の

各部署で学び顔の見える関係を作った後に、“何がやってくるか分か

らない”救急外来でトコトン鍛えられることにあります。「答えは現場

にある」そして「いかなる状況でも目の前の患者さんと真摯に向き

合える医師を養成する」。これが当院の臨床研修です。成長率最大の

2年間を当院で研修してもらいます。みなさまも彼らの成長を温かく

見守っていただければと思います。



５月11・12日、つくばフェスティバルに出展しました。初日
は「看護師さんがいっぱい」というテーマで、ドクターやナー
スに扮してドクターヘリやドクターカーのパネルを背景に写
真撮影できるという催しに約150名の方に参加していただ
きました。２日目は「体験いっぱいドクターカーに乗ってみよ
う」というテーマで、体の中を見たり聴いたり出来る体験、ドクターカーへの乗車体験など、こちらも沢山の方
に関心を深めていただくことができました。特に、準備していた当院オリジナルのドクターカーペーパークラフ

ト＋シール300セットは、開始１時間で無くなってしまう程の
大人気でした。
当院の活動方針に「職員・患者・地域住民・地域医療機
関の声を取り入れた病院運営を目指します」「地域社会に
必要な医療情報を分かり易く提供します」とあります。今回
のつくばフェスティバルのように、地域の皆様の身近な声に
耳を傾け、医療に関する情報をお届けする機会を提供した
いと思います。

国際的な感染症対策が求められている現在、茨城県より
第二種感染症指定医療機関としての役割を担っている当
院は、MERS（中東呼吸器症候群）を含めた新興感染症に
も備える必要があります。
４月25日（木）、つくば保健所と合同でMERS疑似症移送

訓練を実施し、院内外より70名近い医療関係者が参加しました。訓練では、感染を避けるための防護服を
着用した病院スタッフが、アイソレーター（疑似症患者を収容
するための透明なビニール製隔離装置）内に収容された患
者役を受入れました。
当院は日ごろから保健所と連携を取りながら、地域の感染
対策活動に取り組んでいます。

※第二種感染症指定医療機関とは…
法律で定められた感染症患者の入院基準に合った医療
機関のこと

急現場における意識障害の患者への迅
速な診療は、救命救急センターとして当院

の重要な役割のひとつです。意識障害の原因は
血液検査やMRI検査では不明なこともしばしばあ
ります。その３割から４割は脳波検査以外では確
認が難しい「非けいれん性てんかん重積」が占め
るとされています。このため救急外来および集中
治療室では、迅速に脳波検査を施行する必要が
あります。

かしながら、慌ただしい救急外来や集中
治療室での脳波検査は困難が伴います。

その理由として、脳波の電位は心電図の100分
の1程度と小さいこと、装置が複雑で大型であるこ
と、周囲の医療器具、患者さんや医療スタッフの
動きのために雑音が混入しやすいことがあげられ
ます。

専門部長
脳神経内科 診療科長　廣木昌彦

救急外来・集中治療室で

脳波モニタリング 
救急外来・集中治療室で

脳波モニタリング 
を開始しました

ヘッドセットで得られた脳波データ
を無線で離れた本体（写真手前右）
に送信します

救

し

こ

本

れらの欠点を克服した無線式の脳波装置
を茨城県内で2番目に導入しました。この

装置は患者さんの頭部にヘッドセットを被せるだけ
で脳波測定が可能です。得られたデータは無線方
式でポータブル式の小型の脳波装置本体に送り
ます。これにより救急外来や集中治療室で夜間・
休日でも簡単かつ迅速に脳波検査が可能になり
ました。脳波データは、ビデオカメラで記録した患
者さんの症状と画面上で同期してモニターします。
その場で診断が可能になりました。

年5月から救急外来・集中治療室におい
て、この脳波検査（ビデオ脳波モニタリン

グ）を開始しています。非けいれん性てんかん重積
以外にも、様々な意識障害の治療方針決定に威
力を発揮しています。これからも私どもは皆様に一
層高度な医療を提供してまいります。
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四季折々、４つのガーデン　　花特集Part1「香り」でリラックス
病院敷地内には、４つのガーデンがあり、季節
を感じる植物が植えられています。
ガーデンマップをご紹介します。
緑がもたらす癒しの効果と、植
物たちの「色」や「香り」を
お楽しみください。

病院前の紡ぎの庭にパーゴラ（円柱）がありま
す。スタージャスミンは星型の白花が咲き、ジ
ャスミンのようなさわやかな甘い香りがしま
す。冬も青々とした葉を楽しめます。

地域のみなさまの健康増進を目的に2003年1月
から開催している「市民健康講座」が200回目を迎
えました。
5月11日(土)、イーアスつくばで行われた記念講
座では、筑波大学医学医療系リハビリテーション
科教授 羽田康司先生に「リハビリの“ちから”～健
康で元気にすごすために～」をテーマにご講演い
ただきました。73名の方が病気やケガ、加齢による
活動低下などが原因で起こる“廃用症候群”の予防
方法について学びました。
後半は当院リハビリテーション療法科スタッフ
による「脳とからだの楽しいリハビリテーション」
の講義と実演。クイズや折り紙、体を使ったゲーム
（あと出しじゃんけん）などを交えて、自宅ででき
る認知症予防を体験。「とても楽しく学べ、明日か

らの生活に取り入れて頑張ります」という参加者
の声もあり、継続開催に向けて気持ちを新たにす
ることができました。

スタージャスミン（紡ぎの庭）
キョウチクトウ科 開花5～6月頃

鮮やかな紫色と心地
よい香りが魅力で「ハ
ーブの女王」とも呼ば
れています。リラック
ス効果や防虫殺菌効
果もあり香料やアロ
マオイルとしても使
われています。

毎年恒例のラベンダースティックづくり
今年は6月25日開催
沢山の入院患者さんや来院者が
参加しています。

ラベンダー（紡ぎの庭・ルーフガーデン）
シソ科 ラヴァンドラ属
開花4～7月頃
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